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【研究活動の要約】

研究活動としては､以下のような取り組みを行ったo

①｢府内でユニークな CSRの取り組みを行っている中小企業 17社に対するヒアリング調査

②｢既存の実施された CSRに関するアンケー ト調査などの分析

③｢海外 (米国メリーランド州ボルチモア､ニューヨーク州ニューヨーク)の取り組み調査

【研究活動の成果】 

●	 本研究の最も大きな研究成果は､府内各地でユニークな CSR活動を行っている 17の企業にヒアリ

ングを行い､その活動概要をまとめたことであるoこの活動概要については､冊子にまとめ､既に

各方面に配布 しており､これから CSRに取り組もうとする中小の企業にとって､大変参考になる

資料となったo 

●	 既存調査の分析作業も一部行つたが､アンケー ト調査などのデータ制約もあり､既に分析されてい

る内容以上の分析結果は得られなかったoただ､一部の既存アンケー ト調査で調査票が得られたた

め､自由意見などの整理を行つたが､地域に根差したユニークな活動を行っていることが分かったo 

●	 海外調査については､訪問した団体はいずれも日本で言うプラットホーム団体であったが､貢献し

ようとする側の情報と貢献される側の情報をデータベース化 してインターネットで引き合わせる

ようなことが可能になっていたoまた､CS R活動を行うきっかけになるようなチェックリストや､

アンケー トなども積極的に行っていることが分かったo

【研究成果の還元】

｢京都府内の中′｣､企業の CSRの取組に関する研究-中小企業 csRヒアリング調査報告書 -｣を関係各方

面に配布o若干余部有り希望者には配布

その他の成果については問い合わせに応じるO

【お問い合わせ先】 公共政策学部 青山研究室 教授 青山公三




